
【３つの共同目標】
① 日本の経済を国民本位に転換し、

暮らしが豊かになる日本をめざしま

す② 日本国憲法を生かし、自由と人

権、民主主義が発展する日本をめざ

します③ 日米安保条約をなくし、非

核･非同盟・中立の平和な日本をめざ

します
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革新・
愛知の会

日
本
社
会
や
政
治
の
問
題

が
可
視
化

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
社
会

や
政
治
が
抱
え
て
い
る
多
く
の

問
題
点
が
一
気
に
可
視
化
さ
れ

ま
し
た
。
感
染
対
策
が
後
手
後

手
に
回
っ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
で
は

感
染
対
策
の
専
門
家

が
ト
ラ
ン
プ
の
拙
速
な
経
済
再

開
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
が

日
本
の
専
門
家
会
議
が
何
を
ど

う
議
論
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。
コ
ロ
ナ
対
策
は
加
藤
厚

労
大
臣
か
ら
西
村
経
済
再
生
大

臣
に
代
わ
り
、
明
ら
か
に
感
染

対
策
か
ら
経
済
対
策
に
移
っ
た

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
政
府
の
対
策
に
対
す

る
満
足
度
は
も
の
す
ご
く
低
い

で
す
。
結
果
的
に
は
感
染
者
や

死
亡
者
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
策
が

う
ま
く
い
っ
た
結
果
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
い
ま
ま
で
の
私
た
ち

の
生
活
や
行
動
パ
タ
ー
ン
が
コ

ロ
ナ
を
広
げ
る
こ
と
を
何
と
か

阻
止
し
た
と
考
え
た
ほ
う
が
い

い
。
今
後
、
対
策
の
検
証
が
必

要
で
す
。

政
治
の
腐
敗
が
一
気
に
噴
き

出
し
支
持
率
の
急
落

森
友
問
題
、
加
計
学
園
問
題
、

桜
を
見
る
会
、
そ
し
て
今
回
の

コ
ロ
ナ
の
問
題
で
多
く
の
国
民

が
官
邸
の
動
き
に
関
心
を
も
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
検
察
庁

法
改
定
案
の
政
治
的
強
引
さ
が

明
ら
か
に
な
り
、
政
治
の
腐
敗

が
一
気
に
噴
き
出
し
、
政
権
の

支
持
率
の
急
落
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

非
正
規
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な

ど
一
番
弱
い
と
こ
ろ
に
被
害
が

集
中
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
８

年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
２
０

１
１
年
東
日
本
大
震
な
ど
日
本

社
会
全
体
を
揺
る
が
し
ま
し
た

が
、
そ
れ
と
匹
敵
す
る
よ
う
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

国
の
対
応
が
非
常
に
形
式
的
、

官
僚
的
で
危
機
管
理
が
十
分
で

は
な
い
と
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

マ
ス
ク
の
問
題
も
そ
う
で
す
が

雇
用
調
整
助
成
金
の
問
題
、
手

続
き
に
何
十
枚
も
書
類
を
だ
さ

な
い
と
い
け
な
い
な
ど
日
本
の

社
会
の
脆
弱
さ
が
（
二
面
へ
）

２
０
１
５
年
、
安
保
法
制
反
対
運
動
を
「
市
民
連
合
」
の
一
員
と
し
て
活
動
さ
れ
た
労
働
法
の
専
門
で
あ
る
和
田

肇
さ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
日
本
社
会
や
政
治
の
問
題
が
可
視
化
さ
れ
た
と
指
摘
、
今
後
の
政
治
や
社
会
の
在
り

方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
を
ど
う
み
る
の
か
、
な
ど
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
聞
き
手･

近
田
美
保
子

写
真
撮
影･

山
本
晃
子
）

コロナ禍から考える 社会の在り方インタビュー

消
費
税
10
％
の
影

響
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
被
害
が
加
わ
り
、

生
業
継
続
は
非
常
事

態
で
あ
る
▼
国
に
給

付
金
や
助
成
金
の
拡

充
、
各
自
治
体
に
協
力

金
や
応
援
金
、
家
賃
な
ど
の

固
定
費
補
助
を
求
め
た
▼
感

染
拡
大
防
止
対
策
で
迷
走
す

る
安
倍
政
権
に
、
も
う
こ
れ

以
上
任
せ
ら
れ
な
い
と
の
国

民
の
声
が
、
政
府
の
「
１
世

帯
30
万
円
給
付
」
を
一
人
10

万
円
の
給
付
に
方
針
転
換
さ

せ
た
▼
検
察
庁
法
改
定
案
は
、

国
民
か
ら
「
人
事
に
介
入
し
、

政
権
の
意
に
沿
わ
な
い
検
察

の
動
き
を
封
じ
込
め
る
意
図
」

と
見
透
か
さ
れ
、
見
送
ら
れ

た
。
安
倍
政
権
の
続
命
で
あ
っ

た
、
言
う
こ
と
を
聞
く
人
で

周
囲
を
固
め
る
人
事
が
、
い

よ
い
よ
終
焉
へ
と
向
か
う
▼

安
倍
政
権
は
こ
れ
ま
で
自
ら

の
責
任
を
認
め
つ
つ
も
、
具

体
的
な
形
で
責
任
を
取
っ
た

こ
と
は
な
い
。
こ
れ
以
上
、

国
民
の
目
は
欺
け
な
い
。
声

を
上
げ
れ
ば
政
治
は
変
え
ら

れ
る
▼
こ
の
機
運
の
広
が
り

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
国
民

が
培
っ
た
大
き
な
財
産
で
あ

る
。

（
服
部
守
延
・
愛
知
県
商
工

団
体
連
合
会
会
長
、
革
新
・

愛
知
の
会
代
表
世
話
人
）

平民の暮らし

セイフティネットの構築
連帯のしくみを！

和田 肇さん
わ だ はじめ

１９５４年生まれ。名古屋大学名誉
教授。専門は労働法。元名古屋大学
副総長、反貧困ネットワークあいち
共同代表。著書に「労働法の復権」
（１６年日本評論社）、「人権保障
と労働法」（０８年日本評論社）

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
愛
知
支
部

大

平

敞

也

２
０
１
９
年
の
政
府
統

計
に
よ
れ
ば
、
日
本
に

在
留
す
る
外
国
人
労
働

者
は
１
，
２
７
８
，
６

７
０
人
で
、
前
年
同
期

比
１
９
４
，
９
０
１
人

（
１
８
％
）
増
加
し
て

お
り
、
２
０
０
７
年
の

届
出
義
務
化
以
来
来
過

去
最
高
を
更
新
し
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ

Ｔ
Ｕ
愛
知
支
部
に
所
属

す
る
外
国
人
労
働
者
は
、

い
わ
ゆ
る
日
系
人
労
働

者
が
多
く
、
国
籍
別
で

は
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
南
米

系
日
系
人
で
、
雇
用
形

態
は
殆
ど
が
派
遣
と
契

約
社
員
と
呼
ば
れ
る
直

接
雇
用
労
働
者
で
、
い

わ
ゆ
る
「
不
安
定
雇
用
」

の
「
無
権
利
」
と
言
わ

れ
る
就
労
形
態
の
「
企

業
の
雇
用
調
整
弁
」
に

位
置
す
る
人
々
で
あ
る
。

今
年
１
月
頃
か
ら
顕

在
化
し
、
３
月
頃
に
ピ
ー

ク
に
達
し
た
「
新
型
コ

ロ
ナ
」
に
よ
る
「
不
況
」

は
、
こ
う
し
た
労
働
者

の
雇
用
を
直
撃
し
、
と

り
わ
け
下
請
け
製
造
業

の
密
集
す
る
東
海
地
方

で
は
雇
止
め
や
解
雇
が

不
安
定
労
働
者
を
失
業

に
追
い
込
ん
で
お
り
、

勢
い
は
２
０
０
８
年
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時

を
上
回
る
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

連
日
の
よ
う
に
寄
せ

ら
れ
る
相
談
に
、
愛
知
・

岐
阜
を
走
り
回
っ
て
対

応
し
て
い
る
中
で
特
に

怒
り
を
抑
え
き
れ
な
い

の
は
、
妊
産
婦
、
高
齢

者
、
労
災
や
病
気
で
休

業
中
な
ど
、
「
労
働
弱

者
」
が
最
初
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の

手
口
も
退
職
勧
奨
に
合

意
を
迫
っ
た
り
、
何
年

も
反
復
更
新
し
て
い
る

労
働
者
に
「
雇
用
契
約

満
了
」
を
口
実
と
す
る

な
ど
、
悪
質
化
し
て
い

る
こ
と
と
、
弁
護
士
や

特
定
社
労
士
ら
の
関
与

な
ど
、
士
業
の
質
の
低

下
も
目
に
付
く
と
こ
ろ

で
あ
る
。

多数 派
めざして

隔月掲載です。

革新・愛知の会 第３０１号 ２０２０年６月１０日（６）

「コロナウイルス」下で

「守ろう雇用」に奔走!

おしらせ

◆6月13日（土）
延期に！

「現代における天皇制」

（河西秀哉・名古屋大学）

は延期とします。(12月

予定）

◆7月25日（土）

13：30～16：00

永田浩三（元ＮＨＫプ

ロデューサー・武蔵大）

労働会館本館第1.2.3

会議室

連続憲法講座

２０２０年度世話人会 ７月２５日開催
２０２０年度革新・愛知の会世話人会を開催します。

コロナ禍のもとですが、感染防止対策を十分に行って

開催します。（感染拡大の状況によっては中止・延期

の可能性もあります。）

時 ２０２０年７月２５日（土）
１３:３０～１６：００

所 労働会館東館ホール
（案内は世話人に別途送ります。）

い
ま
こ
そ
、
野
党
連
合
政
権
を
！

お申し込みは日本機関紙出版センター
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定価 １４３０円（税込）
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冨田宏治（関西学院大学教授）
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石川康弘（神戸女学院大学教授）


